
与力とは 

 

 与カはもともとは同心と同じく、協力加勢の義より出たもので、既に鎌倉時代の頃か

ら用いられていた。 

 徳川幕府になってからは専らこれを職名として用い、更にその属吏として同心を置い

た。 

 与力を付属させた職司としては、御留守居大御番頭、書院番頭、西之丸御書院番頭、

町奉行、御旗奉行・西丸御旗奉行、鉄砲百人組頭、御持弓頭、定火消役、先手鉄砲頭等

で、地方の役所（京都所司代、禁裡付・京町奉行・大坂定番・大坂町奉行、堺奉行、奈

良奉行、伏見奉行、駿府城代、堺奉行、長崎奉行、浦賀奉行、甲府勤番支配等）などが

あった。 

 中でも最も江戸町民の生活と密接な関係があったのが町奉行所の与力であり、町与力、

あるいは町方与力と呼ばれる。 与力の知行の多くは２００石である。 

 町与力のはじめは町奉行に就任した板倉四郎右衛門勝重がせおの生国の三河から連

れて来た椎木庄左衛門ら１０騎と言われる。 

 江戸初期は他の役所と与力との人事の交流があった。 

 仁杉家の与力も、徳川直参となった仁杉幸高（２代）、幸重（3 代）の頃は御先手組

に属し２度にわたる大坂の陣に参戦している。 ４代目の幸勝の時、明暦 3 年（１６

５７）10 月になって御先手戸田組から町奉行石谷  将監組に移り、上総国に２００

石と八丁堀に屋敷を賜っている。 しかし中期以降は他の部門との交流は稀となり、町

奉行の職は実質「世襲」となった。 

 町方与力はどんなに功績を上げても与力の中の最高役格である支配与力になるだけ

で、それ以上の昇進はないし、他の役所への転出もなかった。 

 また配下の同心から与力へ昇格する事も稀であった。 

 

与力の地位 

 幕臣は旗本と御家人に分けられ、与力は御家人に区分されていたと考えられる。旗本

と御家人の判別はあいまいなところがあるが、おおよそはお目見えかどうかで分けられ

る。  

 御家人は更に下の３つに分けられる。  

譜代 
家康以来の家臣で禄が末代まで保証されている。譜代の中にも玄関を作ること

が許される「席以上」と許されない「席以下」がある。  

二半場 譜代に準ずる家格で禄が保証される訳ではないが、子に相続が許される。 

抱席 
一代限りの家格という建前で、子が跡を継いだ時は新たに禄を受けるという形

をとる。 



 町奉行所の与力は「抱席」であり、幕臣の中では最も低い家格といえる。 また御家

人は勤務時の服装により身分の区分を四種に分けることができる。  

上下役 裃着用          徒目付・支配勘定など 

役上下 出勤時のみ裃着用      町方与力・御留守番与力など 

羽織袴役 羽織袴着用        町方同心・普請方同心など 

白衣役 裃、羽織袴を着用しない  掃除之者・材木石奉行手代 など 

与力の役階 

 役階は次の６段に分かれていた。  

無足見習   見習  本勤並  本勤   支配並  支配 

 与力は一代抱えであるから、親の跡を無条件に相続できるのではなく、親が引退して

子が新規に召抱えられる形をとる。実質は同じであるが世襲ではない。 

 通常は親が引退する前に倅（なければ養子）が見習となり、親について与力の業務を

見習う。最初は無給であるが、ある期間が過ぎると本勤並となり、年２０両（天保９年

以前は銀７枚）の手当が支給された。   

 但し、手当てをもらう見習は与力全体で１万石という枠があったので、７人までと制

限されていたようだ。 

  

与カの人数 

 天正１８年、板倉勝重が奉行になるときに三州より与力１０騎が付属した。その後、

奉行が２名となった際に、与力は５０騎となった。「北町奉行所の与力は那須の者あり、

浪々新募の輩もあり、その家系一定せず」とありその出自は様々であった。 

 元禄１５年、中町奉行所が新設されて奉行が３名になると、遠州荒井および走水の番

所を廃止し、その与力をを新任の中町町奉行丹羽遠江守に付属させ、かつ南北奉行組内

より与力各３騎を中町奉行所に付属させた。これで各町奉行所の与力は２２騎づつとな

った。 

 ついで正徳３年、各与力３騎を小普譜より組み入れしたため各町奉行与力数は２３騎

となった。(小普請とは無役者のこと） 

 享保４年正月に中町奉行所が廃止されると、その組与力４騎を二分して南北奉行所付

属にし、その他は先手組に編入された。 

 このためその後の町奉行与力は２５騎ずつとなった。 

 

 奉行に任命された旗本はその家臣のうち３名を奉行所に伴い、秘書的な仕事をさせた

り与力たちとの交渉にあたらせた。これを内与力（一部は目安方とも）と呼び、奉行に

就任している間は直臣あつかいとなり、一人１００石の役料が支給された。奉行が退任

するともとの家臣（陪臣）に戻るのである。 



 これ以外の与力は奉行所に付属しており、奉行が変ってもその職にとどまり、多くは

代々世襲した。 

  

与力の職掌 

  与力の職務は、大方は同心の分課に共通していた。たとえば、年番、吟味、本所見

廻、養生所見廻、牢屋見廻、赦媛、高積改、町火消改、町会所見廻、古銅吹所見廻、例

繰、鳳烈見廻等１０数種を専任した。 

 年番方とは、主として奉行所の会計と組内監督をつかさどり、奉行所の経費定額、売

女、博癸、地代その他の過料、欠所等を取扱い、米金勘定の領収証を収受するの任に当

った。 

 赦帳は罪囚の特赦、大赦等に関する事項を管し、例繰は刑科に関する判例を調査した。

事務の分掌は、年番敢扱方、本所見廻勤方、養生所見廻、牢屋見廻、吟味方、赦帳撰要

方、町火消人足改、町会所勤方、古銅吹所などに分れていた。 

  

 与力の分課は時代によって変わったがおおよそ次のとおりであった。 定員は南北奉

行所とも２５人だが、職掌が多岐にわたるので、1 人の与力がいくつも兼務することが

多かった。  

  職掌 定員           職務内容 

年番方  ２ 

役所並びに組屋敷内の取締、人事、金銭出納を取扱う。支配

与力の２人が選ばれ、同心６人が下僚として付属した。 

当初は支配役の当番の形をとったので年番の名があるが、後

に支配役の中の古参、有能な与力が何年も連続して勤めるよ

うになった。 

吟見方・  ８ 

公事出入吟味物等を取調べる役で奉行所の花形。奉行に代わ

って詮議をし、判決案を決める。これを吟味方と称して南組

北組各与力８人、同心１６人をこれに任じた。 経験を積ん

だ古参与力が充てられた。、 

市中取締役  ６ 年番方、吟味方から兼務した。 

赦帳方撰要方兼

帯 
 ３ 

赦律を取調べ、役所の書類を編纂するもの。これを、赦帳方

撰要方兼帯と称し、南北各与力３人、同心６人がこれに当っ

た。これは市中の人別も取扱った。 

例繰方  ２ 奉行の指示を受け刑律の先例を調べる。 

本所見廻  １ 
本所深川の道敷、河岸地、建物、その他地方に付属する件々

を取扱う。 



養生所見廻  １ 小石川養生所に詰めて同所の取締りと金銀出納を取り扱う。 

牢屋見廻  １ 

日々牢屋敷に出張し､同所取締り、ならびに死罪、入墨、叩き

などすべて仕置筋の件を取り扱った。  牢屋敷役人の取締

りも担当した。 

定橋掛  １ 市内の各橋を見廻り、橋普請をも勤めた。 

猿屋町会所見廻  １ 
町会所に日々出張し、同所の積金取集め、利倍貸付、籾買入

れ、窮民救い方を取り扱った。 

古銅吹所見廻  １ 本所の古銅吹所の取締り 

高積改  １ 薪炭、材木など高積みの虞れのあるものを見回った。 

函館会所取締掛  １ 新大橋向の函館会所の取締り 

硝石会所掛  １ 
市谷加賀屋敷硝石会所へ鉄砲玉薬奉行支配向きの者が出張し

て硝石製造方を取り計ったので、その取締った。 

町火消人足改  ９ 
市中出火の際、消防方を指揮した。比較的経験の浅い与力が

この役に着いた。 

  

 この他に当番方といい日々２人ずつの与力が役所当番所へ泊番を勤め、訴訟、公事、

諸訴等を取扱い、手明きの者は検使その他の諸出役を勤めた。 

 同じ掛の年寄同心は２５人で日々２人ずつ泊番を勤めて、検使に出たり手明きの者は

見分出役等を勤めた。 

 同じく物書同心は１５人、これは３人ずつで泊番をし当番与力手付として訴訟、公事、

諸訴等を認めた。同じく若同心は１１人ずつ役所へ泊番を勤めて、白洲蹲（つくばい）

並びに奉行の文通使等に出た。 

 以上役々のものは、各自所属の役所へ出勤することはいうまでもないが、出役の時は

南北両組立合って出張するのを例とした。 

 この奉行所職制は幕末のものであるから、その事務もすこぶる多方面にわたっていた。 

但し、江戸３００年の幕府時代に、奉行の職制は、多少の差異なきを得なかった。 

 

内与力 

 町方与力は奉行所に所属している直参であり、町奉行に所属する家来（陪臣）ではな

いが、老中から任命されて赴任して来る町奉行の指揮命令を受ける。 

 しかし、奉行は気心が知れた部下がいると何かと便利なので、古くからの家来を奉行

所に連れて来て公用人や目安方として使う。これを内与力といい定員は１０人内外であ

った。この期間だけは陪臣の家来が直参扱いとなり、与力給地からその俸禄を支払われ

る。 いわば奉行の私的秘書を公費でまかなうようなものだ。  



 天保 15 年（１８４４）町奉行鳥居甲斐守は、この制度は町奉行所には不適当である

と廃止したが、その後任の奉行の時にふ復活して幕末まで続いた。 

 

与力の組頭「年番方」 

 南北の町奉行所は所属する与力・同心を一番組から五番組の５組に編成する。各組与

力５騎、同心２０人が目安である。 

 所属する与力には序列があり、その筆頭を同心支配役、筆頭与力、あるいは支配与力

などと称した。 この同心支配役が一組の同心を預かり、同心の任免権を持った。毎年

年末に自邸に所属同心を集め、「長年申しつくるように」という決まり言葉で同心の次

年度の「契約更改」を言い渡したという。 

 ５人の同心支配役の中から２人（時には３人）が年番方を兼務する。 はじめは毎年

当番のように交代したので「年番」の名があるが、江戸後期には経験豊富で力のある与

力が選ばれて就任した。 従って往時にような一年という任期とは関係ない。 

 年番方は組頭とよばれた事もあり、与力の責任者である。 

 与力の人事権は形式的には町奉行にあるが、実際には年番方が他の支配与力の意見を

聞きながら策定した人事案を奉行が追認する形をとっていたので、実質的な人事権を握

っていた。 

 人事のほかに奉行所の会計、与力給地の配当などの権限も持っており、まさに奉行所

を統括し、奉行を補佐するＮＯ．２であった。 

 現在の中央官庁に何も経験のない大臣が任命されて来ても、事務次官を筆頭とする役

人集団が何の支障もなく行政を続けていける形に似ている。 

 


